
全
体
の
価
値
を
高
め
て
い
く
か 

④ 

地
域
資

源
の
保
全
と
活
用
を
両
立
さ
せ
て
い
く
か
。

ま
た
、そ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
る 

⑤ 

人
材

と 

⑥  

組
織
を
い
か
に
整
え
、⑦ 

観
光
地
と

し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
を
形
成
し 

⑧ 

財
源
を
確

保
し
て
い
く
か
を
整
理
し
ま
す
（
図
１
）。

Ⅱ
部
（
事
例
編
）
で
は
当
財
団
で
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
地
域
を
中
心

に
、
全
国
か
ら
10
の
事
例
を
取
り
上
げ
ま

す
。
多
様
な
主
体
の
そ
の
時
々
の
役
割
分

担
を
意
識
的
に
明
示
し
な
が
ら
、
Ⅰ
部
の

８
視
点
か
ら
「
観
光
地
経
営
」
の
ポ
イ
ン

ト
を
分
析
・
紹
介
し
ま
す
。

35 財団活動のいま…

「
観
光
立
国
」
の
動
き
と
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
と
が
相
ま
っ
て
、
全

国
各
地
で
観
光
振
興
へ
の
取
り
組
み
が
積

極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
果
、
こ

れ
ま
で
「
観
光
地
」
と
は
認
識
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
様
々
な
地
域
へ
人
々
が
足
を
運

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
国
内

の
旅
行
消
費
額
の
約
九
割
を
占
め
る
日
本

人
の
国
内
旅
行
に
よ
る
一
人
当
た
り
の
宿

泊
数
や
旅
行
消
費
額
は
長
期
低
迷
状
態

に
あ
り
、
地
域
間
競
争
は
激
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
旅
行
を
す
る
人
・
し
な
い
人

の
二
極
化
、
旅
行
者
の
成
熟
化
が
進
ん
で

い
る
な
か
で
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
選
ば
れ
る
「
観
光
地
」
と
な
り
、
現

地
で
満
足
し
て
い
た
だ
く
ハ
ー
ド
ル
も
さ

ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
観

光
地
が
持
続
的
に
存
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
他
の
観
光
地
と
の
差
別
化
や
来
訪
者

に
提
供
す
る
価
値
の
深
化
が
不
可
欠
で
、

今
や
そ
れ
を
狭
義
の
観
光
事
業
者
（
宿

泊
施
設
、
観
光
施
設
、
土
産
物
店
等
）
だ

け
で
担
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

観
光
地
を
訪
れ
る
人
（
来
訪
者
）、
観
光

地
で
暮
ら
す
人
（
住
民
）、
働
く
人
（
事

業
者
）
そ
れ
ぞ
れ
が
観
光
に
よ
る
経
済
的

効
果
と
社
会
的
効
果
、
地
域
と
し
て
の
活

性
化
を
実
感
で
き
な
け
れ
ば
、
持
続
性
は

保
ち
得
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
生
業
も
立
場
も
異

な
る
地
域
を
構
成
す
る
多
様
な
主
体
が

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
観
光
地
の
持

続
的
な
発
展
の
た
め
に
一
定
の
方
針
（
ビ

ジ
ョ
ン
）
の
も
と
で
行
う
一
連
の
組
織
的

活
動
を
「
観
光
地
経
営
」
と
位
置
づ
け
、

地
域
側
に
求
め
ら
れ
る
視
点
と
具
体
的
な

事
例
を
紹
介
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
「
観

光
地
経
営
の
視
点
と
実
践（
仮
称
）」の
作

成
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、当
財
団
が
一
九
六
三

年
（
昭
和
三
十
八
年
）
に
旅
行
部
門
（
現

㈱
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
）
を
分
離
し
現
在

の
調
査
研
究
機
関
に
改
組
し
た
五
十
周

年
事
業
の
ひ
と
つ
で
す
。

主
な
読
者
層
と
し
て
は
、「
観
光
地
経

営
」
に
携
わ
る
多
様
な
主
体
、
具
体
的
に

は
観
光
協
会
や
観
光
に
関
連
す
る
N
P
O

等
の
団
体
、
行
政
部
局
、
観
光
関
連
事

業
者
等
で
悩
み
な
が
ら
活
動
さ
れ
て
い
る

方
々
を
想
定
し
て
い
ま
す
。「
観
光
地
経

営
」
に
携
わ
る
日
々
多
忙
な
方
々
が
“
自

ら
”
学
び
た
い
時
に
学
べ
、
自
ら
の
地
域

に
当
て
は
め
て
仲
間
の
方
々
と
共
に
考

え
、
議
論
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ
部
（
理
論
編
）
で
は
「
観
光
地
経
営
」

に
必
要
な
８
視
点
―
い
か
に
し
て 

① 

地

域
の
状
況
を
的
確
に
捉
え 

② 

関
係
主
体
を

巻
き
込
ん
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
り 

③  

地
域

財
団
活
動
の
い
ま
…

Ⅰ部　観光地経営への８視点
視点１．地域の状況を的確に把握する
視点２．関係主体を巻き込んで、ビジョンをつくる
視点３．地域全体の価値を高める
視点４．地域資源の保全と活用を両立させる
視点５．多様な人材を発掘し、育てる
視点６．推進組織を見直し、実行力を高める
視点７．観光地としてのブランドを形成する
視点８．地域の財源を確保する

Ⅱ部　全国各地での観光地経営の試み10事例
（阿寒湖・鹿角・胎内・鳥羽・由布院　等）

図１　「観光地経営の視点と実践（仮称）」の主要構成

研
究
調
査
部

多
様
な
主
体
が
連
携
す
る
「
観
光
地
経
営
」の
一
助
に

～
当
財
団
改
組
後
五
十
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
進
行
中
の
テ
キ
ス
ト
づ
く
り



度
調
査
（
E
S
調
査
）」、「
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
D
M
S
）」「
観
光

地
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
」
の
三
本
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
C
S
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
調
査
や

テ
ー
マ
別
追
加
調
査
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
国
内
外
の
既
往
研
究
を
踏
ま
え
、

定
量
的
か
つ
普
遍
性
の
高
い
分
析
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
得
ら
れ
た
研
究

成
果
は
研
究
会
で
の
発
表
や
地
域
へ
の
情

報
発
信
だ
け
で
な
く
、
国
内
外
の
学
会
に

お
い
て
も
発
表
を
行
い
、
理
論
と
実
践
の

両
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
規
顧
客
獲
得
に
関
す
る

「
観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
研
究
」
に
研
究
領
域

を
拡
大
し
ま
し
た
。
研
究
会
発
足
以
来
取

り
組
ん
で
き
た
C
S
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
研
究

と
一
体
的
に
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
観
光
客
を
引
き
つ
け
、
満
足
し
て
も

ら
い
、
定
着
さ
せ
る
」
サ
イ
ク
ル
を
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
観
光
地
づ
く
り
に
お
い
て
有

益
な
知
見
を
獲
得
し
、
広
め
て
い
く
た
め

に
、本
研
究
会
で
扱
う
テ
ー
マ
の
拡
大
と
、

各
研
究
内
容
の
深
化
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
研
究
員　

柿
島
あ
か
ね
）

「
地
域
の
現
況
と
目
指
す
姿
の
挟
間
で
、

ま
た
多
様
な
主
体
の
挟
間
で
、
複
数
の
視

点
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
現
場
で
統
合
し
て

い
く
『
観
光
地
経
営
』
の
理
論
と
実
践
を

わ
か
り
や
す
く
お
示
し
で
き
た
ら
…
…
」

と
い
う
思
い
で
、
来
年
秋
の
出
版
を
目
指

し
て
執
筆
中
で
す
。（

研
究
員　

石
山
千
代
）

観
光
調
査
部
は
十
三
人
の
研
究
員
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
二
○
一
一
年
度
は

二
十
九
本
の
受
託
調
査
、
五
本
の
自
主
事

業
・
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
年
度

も
ほ
ぼ
同
様
の
ペ
ー
ス
と
規
模
で
調
査
研

究
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
当
部
で
実
施
し
て
い
る
自
主
研

究
、
特
に
「
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

会
」（
以
下
、「
本
研
究
会
」）
に
焦
点
を

当
て
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
二
○
一
○

年
（
平
成
二
十
二
年
）
の
発
足
以
来
、
観

光
地
が
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
の
手
法

を
科
学
的
な
視
点
か
ら
捉
え
、
普
及
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
観
光
地
、
学
識
経

験
者
、
観
光
庁
、
当
財
団
（
事
務
局
）
の

四
者
が
協
働
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
本

研
究
会
発
足
に
あ
た
り
、ま
ず「
持
続
的
」

と
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス

の
総
体
と
し
て
観
光
客
が
ど
の
よ
う
な
経

験
や
体
験
を
し
、
ど
の
よ
う
な
気
分
に
な

れ
た
の
か
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
カ
ッ
プ
ル
旅
行
の
満
足
度
は

高
い
が
再
来
訪
意
向
は
低
い
、
一
人
旅
の

満
足
度
は
低
い
が
再
来
訪
意
向
は
高
い
と

い
っ
た
同
行
者
に
よ
る
違
い
が
見
ら
れ
る

等
の
興
味
深
い
結
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

本
研
究
会
で
は
、
C
S
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ

調
査
以
外
に
も
、
観
光
地
づ
く
り
に
お
い

て
重
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
「
テ
ー
マ

別
追
加
調
査
」
と
し
て
、「
従
業
員
満
足

36

な
観
点
か
ら
着
目
し
た
の
は
観
光
地
の

「
顧
客
維
持
」
で
し
た
。
そ
こ
で
、
全
国

の
会
員
七
十
二
地
域
（
二
○
一
二
年
十
一

月
現
在
）
を
対
象
に
、
観
光
地
の
フ
ァ
ン

づ
く
り
に
密
接
に
関
係
す
る
満
足
度
お
よ

び
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
水
準
・
構
造
を
明
ら

か
に
す
る
「
C
S
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
調
査
」

を
年
二
回
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

C
S
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
（
宿
泊
や

観
光
施
設
等
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
品

質
）
よ
り
も
観
光
客
が
来
訪
時
に
喚
起
さ

れ
た「
感
情
」の
評
価
が
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
観
光
地
の
満
足
度
向
上

に
お
い
て
は
、
宿
泊
、
食
事
等
の
個
別
の

サ
ー
ビ
ス
品
質
を
一
つ
ひ
と
つ
上
げ
る
こ

財団活動のいま…

第3回全体研究会の様子
※観光地マネジメント研究会の詳細はhttp://sdmr.jp/をご参照ください。

観
光
調
査
部

観
光
地
の
持
続
的
な
成
長
手
法
を
科
学
的
な
視
点
か
ら
考
え
る

「
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
」


